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今年度も医療安全にご協力よろしくお願いいたします‼ 

医療安全担当の近藤です。早いもので医療安全管理者として 3 年目を迎えました。今年度は BIG イベントとして病

院機能評価を控えておりますので…今まで以上に皆様のご協力をいただきたい事が多くなると思います。皆さんから

いただいたご意見、ご協力が実を結び「湯河原病院の医療安全頑張っているね」と評価されるよう頑張りますのでよろ

しくお願いいたします。 

各部署より「0 レベル報告が大切とは思うけど…具体的にはどのような事を報告すればよいか分から

ない」と言った意見がチラホラ聞かれましたので、少し具体例を載せてみたいと思います。 

【例】 

・検査食止めの患者の食事が準備されていた。配膳前に気づくことができた。 

・本日から糖尿病薬が減量となり指示の変更も確認したが、カート内の内服の変更がされていなか 

った。配薬確認の際気づいた。 

・他施設に FAXで診療情報提供書を送るため、ダブルチェックをしていると FAX番号が間違ってい 

る事に気づいた。 

・洗面所に行った際、床に水がこぼしたままになっていた。幸い転倒の報告にはつながらなかった。 

など…上記のような単純なミスや不注意、確認不足など患 

者に実施する前の段階で気づくレベルの報告を「0レベル 

報告」と呼んでいます。この 0レベルの部分が多く報告され 

ることで、アクシデントを防止できると言われています。 

1つの重大な事故の背景には 29件の軽微な事故と 300件 

のインシデントがある。これは皆さんご存知のハインリッヒの 

法則です。そして、医療安全の透明性の目安は… 

病床数×５、湯河原病院では 750件のインシデント報告が 

必要となります。めざせ 750件‼（ちなみに令和 6年度 460件） 
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医療安全管理委員会のメンバーを紹介します‼ 

このメンバーを中心として、 

医療安全に関する 

問題に対し 

迅速に対応できればと 

考えています。 

よろしくお願いいたします。 
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『0 レベル報告って…どんなこと報告すればいいの…？？？』 


